


































A Study on Channel leaders movement and Social factors  
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4） Coughlan A. T. , E. Anderson, L. W. Stern and A. I. 
El-Ansary , 2001.　p. 3

















































































































































































D供給業者の交渉力 C買い手の交渉力 A 既存企業間の対抗度 
B新規参入の脅威 
図表-3　5つの競争要因




























































№ 業界 売上高（億円） マーケットシェア
（マーケットシェア）
二乗
1 日本ハム 12,407 0.06 0.00
2 明治HD 12,237 0.06 0.00
3 味の素 11,859 0.06 0.00
4 山崎製パン 10,271 0.05 0.00
5 マルハニチロ 8,848 0.05 0.00
6 伊藤ハム 6,387 0.03 0.00
7 日本水産 6,371 0.03 0.00
8 森永乳業 6,014 0.03 0.00
9 雪印メグミルク 5,783 0.03 0.00
略（合計125社）




























№ 業界 売上高（億円） マーケットシェア
（マーケットシェア）
二乗
1 江崎グリコ 3,384 0.23 0.05
2 カルビー 2,461 0.17 0.03
3 森永製菓 1,818 0.12 0.02
4 明治HD 1,422 0.10 0.01
5 ブルボン 1,095 0.07 0.01
6 不二家 1,040 0.07 0.00
7 亀田製菓 973 0.07 0.00
8 中村屋 413 0.03 0.00
9 井村屋グループ 386 0.03 0.00
略（合計19社）




№ 業界 売上高（億円） マーケットシェア
（マーケットシェア）
二乗
1 山崎製パン 9,536 0.75 0.56
2 フジパングループ本社 2,732 0.21 0.05
3 第一屋製パン 250 0.02 0.00
4 日糧製パン 177 0.01 0.00
5 コモ 54 0.00 0.00




























№ 業界 売上高（億円） マーケットシェア
（マーケットシェア）
二乗
1 花王 12,228 0.42 0.17
2 ユニ・チャーム 7,387 0.25 0.06
3 ライオン 3,786 0.13 0.02
4 アース製薬 1,597 0.05 0.00
5 小林製薬 1,372 0.05 0.00
6 ツムラ 1,126 0.04 0.00
7 ピジョン 922 0.03 0.00
8 エステー 483 0.02 0.00
9 フマキラー 362 0.01 0.00









1 食品業界（総合） 13.2 0.03
2 食パン業界 20.0 0.61
3 菓子業界 5.6 0.12
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